
尾道の未来に向かう加速化予算
　平成29年度予算は、将来につながる安全・安心なまちづくりや豊かで力強く独創的な「尾道オリジナル」のまちづ
くりを進め、引き続き「持続可能な行財政運営」を推進することを基本方針として編成しました。
　また、子育て支援の充実や賑わい創出に重点を置き、 これまでの取り組みの成果を着実に地方創生につなげ、合
併の総仕上げに取り掛かるとともに、次世代につなげる新たなまちづくりに果敢にチャレンジしていきます。

問財政課（☎0848-38-9323）
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予算概要平成29年度

一般会計予算

歳入 歳出

※各項目の金額・構成比は表示単位未満の端数を四捨五入しているため、合計値に合致しない場合があります。

会計別予算 企業会計

自主財源
37.8％

依存財源
62.2％

義務的経費
47.9％

投資的経費
16.8％

投融資関係
11.3％

その他
24.0％

地方交付税（23.3％）
146億4000万円

市債（13.6％）
85億2400万円

国庫支出金
（13.4％）
83億8481万円

市税（28.8％）
180億4908万円

県支出金（6.8％）
42億4495万円

自動車取得税交付金・
地方特例交付金等（0.5％）
3億3973万円地方消費税交付金

（3.9％）24億6885万円

地方譲与税（0.7％）
4億2303万円

諸収入（3.1％）
19億4717万円

使用料・手数料（2.0％）
12億4762万円

民生費（37.2％）
233億6571万円

衛生費（13.7％）
86億2078万円

総務費（10.2％）
63億8122万円

議会費（0.6％）
3億9137万円

災害復旧費・諸支出金・
予備費（1.6％）
10億4541万円

公債費（11.2％）
69億9993万円

教育費（7.7％）
48億225万円

消防費（4.8％）
29億9169万円

土木費（7.1％）
44億3049万円

商工費（3.4％）
21億1418万円

農林水産業費（2.0％）
12億4875万円

労働費（0.5％）
3億2823万円

分担金・負担金（0.8％）
4億9423万円

財産収入・寄附金・繰越金
（0.6％）3億7868万円繰入金（2.5％）

15億7786万円
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公債費（11.2％）
69億9993万円普通建設・災害復旧費

（16.8％）105億4995万円

積立金（0.3％）
1億6281万円

維持補修費（1.3％）
8億1543万円

物件費（12.3％）
77億5199万円

繰出金（8.4％）
52億9424万円

貸付金（2.6％）
16億4460万円

人件費（16.6％）
103億8499万円

扶助費（20.1％）
126億2570万円

予備費（0.1％）
5000万円

補助費等（10.3％）
64億4036万円
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財政用語辞典
一般会計

特別会計

企業会計

自主財源

依存財源

地方交付税

国庫支出金・県支出金

総務費

民生費

衛生費

土木費

教育費

人件費

扶助費

公債費

物件費

義務的経費

投資的経費

福祉や教育、道路整備など市民生活に直接関係する事業を行う会計

一般会計と財布を分けることで収支をはっきりさせる会計

尾道市では、水道事業会計、病院事業会計

市税、使用料、手数料、諸収入など市が自ら調達できる財源

地方交付税、国庫支出金、県支出金など国や県からの財源

自治体の財政状況に応じて交付される国からの財源

特定の事業目的のために国や県から交付される財源

市の事務・庁舎管理、交通安全対策、防災、選挙などに使う経費

児童、高齢者、心身障害者などの社会福祉施設の管理運営や生活保護などに使う経費

保健、医療、環境保全、ごみなどの一般廃棄物の収集処理などに使う経費

道路、公園、河川の維持補修や整備、区画整理事業などに使う経費

学校教育、生涯学習、スポーツ振興、教育施設の維持などに使う経費

市の特別職の報酬、職員の給与、手当、共済費などの経費

生活困窮者、児童、高齢者、心身障害者などに対する福祉の経費

市の長期の借金の返済金や短期（ 1年以内）の借入金の利子

消耗品や旅費、公共施設の運営などの経費

人件費、扶助費、公債費の総称、必ず支払わなければならない経費

建設事業（道路や施設）や用地の購入などに使う経費

水道事業 病院事業
　人口減少や利用者の節水などによる水需要の
低迷により給水収益の減少が懸念されています。
　また、昭和40年代から50年代初頭にかけて整
備された水道管などの施設が耐用年数を迎える
など、設備の老朽化が進み、その更新や耐震化な
どの投資の増加が見込まれるなど、厳しい経営環
境におかれています。
　本年度は、前年度に策定した尾道市水道事業ビ
ジョンおよびアセットマネジメントに基づき、老
朽管の布設替や耐震化を進めるとともに、前年度
から施工中の向島町江奥ポンプ場などの施設整
備を行います。
　今後とも、コスト意識に則った効率的経営によ
り、持続可能な水道事業の構築を図り、安全で良
質な水の安定供給に努めます。

問水道局（☎0848-37-8700）

　病院事業を取り巻く環境は、依然として厳しい
状況にありますが、地域の医療・介護・保健ニーズ
に応えながら中核病院としての役割を果たして
いきます。

尾道市立市民病院
　高度・多様化する医療需要に対応するため、最
新鋭のマンモグラフィ装置を導入するほか各種
医療機器の充実を図り、引き続き質の高い医療が
提供できる環境を整備します。また瀬戸田診療所
では、これまで同様、安定した医療の提供に努め
ます。
問尾道市立市民病院（☎0848-47-1155）

公立みつぎ総合病院
　回復期機能の充実強化に向け、一般病床の一部
を回復期リハビリテーション病床に転換する改
修工事を行います。また、電子カルテなどの総合
医療情報システムや医療機器を更新し、引き続き
地域包括ケアシステムの推進に努めます。
問公立みつぎ総合病院（☎0848-76-1111）

会 計 区 分 予 算 額 対前年度比（％）
一般会計
特別会計（合計）
港湾事業
国民健康保険事業
千光寺山索道事業
駐車場事業
夜間救急診療所事業
公共下水道事業
介護保険事業 (保険事業勘定 )
介護保険事業 (介護サービス事業勘定 )
漁業集落排水事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
渡船事業
後期高齢者医療事業
企業会計（合計）
水道事業
病院事業
総合計

627億2000万円
429億1550万円

1億9698万円
195億7066万円

4716万円
1億3736万円
6644万円

31億7874万円
172億9856万円

1447万円
2072万円

1億7499万円
3309万円
3287万円

21億4346万円
215億3134万円
56億2543万円
159億591万円

1271億6684万円

1.7
▲ 1 .4
▲ 1 .2
▲ 1 .6
80 .7

▲ 42 .6
49 .4
2 .1

▲ 0 .8
▲ 18 .6

0 .0
▲ 7 .3
▲ 5 .3
8 .6

▲ 5 .8
▲ 2 .2
▲ 11 .7

1 .7
▲0 .0


